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C S R  F O R  I T O C H U  

世界中のさまざまな地域において、幅広い分野で多角的な企業活動を行っている伊藤忠商事では、
地球環境、国際社会に与える影響を強く自覚しています。
これからも持続可能な社会の実現に貢献し、「豊かさを担う責任」を果たしていきます。

伊藤忠商事のCSR

　伊藤忠商事は2009年4月、国際社会における持続可能
な成長を実現するための取組である国連グローバル・
コンパクトに参加しました。グローバル・コンパクトが
掲げる「人権」「労働基準」「環境」「腐敗防止」からなる10
原則に則り、企業理念である「豊かさを担う責任」を果た
していきます。

国連グローバル・コンパクトへの参加

　伊藤忠商事では、初代の伊藤忠兵衛が麻布類の卸売

業を始めた創業1858年から150年以上に亘り、CSRの

源流ともいわれる近江商人の経営哲学「三方よし（売り

手よし、買い手よし、世間よし）」の精神を受け継いで

きました。

　1992年には、「国際総合企業としてこれからの社会

にどうコミットするか」を考え、実践するために企業

理念「豊かさを担う責任」を制定、2009年にその概念体

系を整理しました。伊藤忠グループが、社会に対して

果たしていくべき責任をすべての社員が正しく理解し、

日々の行動の中でそれを実現できるよう、企業理念の

中核概念である「豊かさを担う責任」を「ITOCHU 

Mission」と位置付け、社員一人ひとりがそれを果たし

ていくために大切にすべき5つの価値観を新たに

「ITOCHU Values」としました。更に、「ITOCHU 

Values」の実現に向けて社員が主体的に行動するため

に「5 self-tests」を策定し、社員一人ひとりが5つの価

値観に照らしあわせて日々の行動を検証しています。

伊藤忠グループの企業理念

国連グローバル・コンパクト10原則

企業は、
原則1： 国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、
原則2： 自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。

人権

企業は、
原則7： 環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、
原則8： 環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、
原則9： 環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。

環境

原則3： 組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、
原則4： あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、
原則5： 児童労働の実効的な廃止を支持し、
原則6： 雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。

企業は、労働基準

原則10： 強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組
企業は、腐敗防止

むべきである。


